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天理教教理史断章（115）

勢山文書 ⑥「おさしづ」の写し翻刻
	 おやさと研究所員

安井　幹夫　Mikio Yasui

（４）―（タ）の続き
むかつて人間とゆう者をこしらへよふとて　里よふが国とこた
ち　国を見定メたゆへ　国常立の尊とも　国見定の尊とも里よ
ふハ水ふく　じやハ火をふく　水と火との世界や　天ハ里より
なり　地ハぢやなり　天ハ水ふかき故　あをくみへる　水のふ
かきを見れバ　あをふみへる　里ようハ夜の守り　夜ハよつ由
ふる　ひるハじやなり　しやハ火をふくなり　地ハじやゆへ下
ほど熱くみがあるなり　又おゝくの子数ハ九おく九まん九せん
九百九十九人の人数を三日三夜さに　一時につゝきこみ　お同
く子供一時につゞきこんた故　此里お御月様といふ　又日様の
方ハ子」（13 オ）
かずやとりこみ　身がおもくなりたるによつて　面足の尊とい
ふ　又三年三月　天の岩戸にとゝまりいた　其時にりんへと
たいないへ里をます　此里によつて日里ん様といふ
（注）「こふき話」あるいは「別席のお話」の一部であろうか。

（チ）明治二十一年十一月廿一日　旧十月十八日
さあへどふせいこふせいわ　ゆわんでへ　さあへおゝほ
ふの心　皆世界おふほふの理をいて　是一たんですすむと思う
なよへ　またへ神の道がある　一れつすますへ里があり
ますへしはらくへ長いと思うな　はやて一度つくしたる　
ミなでける年」（13 ウ）
々にしゆんへ道がある　どふでもしやんもつかんへ　わず
か一日の日を見て、わづかのあいたでてける　是から何かの処
はやいで
（注）	明治 21 年 11 月 21 日（陰暦 10 月 18 日）　「教会本部開

筵式三日のつとめ致しますものか、又は一日だけに致しま
して宜しきや伺」　正冊と対照するとき、かなりの脱落が
見られる。

（リ）明治二十一年十一月廿日夜九時
さあへじゆんへ刻限へ　さあへきかねハならんで　で
た咄ハでたであろふへ　またへ聞ておけ　皆へ一ツへ
の里もわかるであろふ　今の処世界一ツの道へ　今の処一ツ
の道である　壱度の咄しようかい　一ツの理めづらし　一ツの
だいはなし　いまのへでハあるまい　ながらへて一ツの処年
限ある　なからへて」（14 オ）
とふりた一ツの道である　此処の理を一ツしやんせへ　此処
わかきへふるきのもの　一ツの理がわかき処の一ツの理へ
まんそくへ　一ツの里もあろふへ　だんへの一ツの心も
おさめにやならん　おまへたれがいふやないへ　此処一ツか
らやへ　よふ聞わけ　今の道古き道から今の道　さとりまち
かへハせひハないへ　思うて一ツがちうよふへ（14ウ）
（注）	正冊をみていくとき、おそらく「明治 21 年 11 月 23 日　

午後９時　刻限御話」であろう。それと対照すると、脱落、
間違い多し。とくに最後の一節は「よう思うて一つの事情
へ」である。
ナンバー（４）はこれで終わり。

（５）表題「御刻限」
（ア）明治廿八年旧八月廿日午前八時

さあへ　これへ　こんやといふ　今やで　すつきりしたさ
しづ　どんな事もさしづ通りもちいらねバならん　どういふさ
しづするなら　日々せわしい　いそがしいといふハどういふ処
からいそがしなる　みんなでゝくる　まんぞくあたへる　まん
ぞくの里であれども　此里がわからん　たぶんの人がいりこむ
へ　これからなんぼいりこむやらしれん　どこからでゝくる
やらわからん　世上にてハそふじをしかけた　どこからどうい
ふ」（１オ）
ものがでゝくるやらわからんへさきからしらする　ありてか
らさとするやない　さしづ通り皆なりてくる　あらへわかり
てある　おふぼふのよふなもの　是からにちへ日がたてバど
ういふ事もはこばにやならん　むつかしい事一寸はなしかける
なにほど身にさわりへ　いくへへ　なんぼふさしづしたと
て　さしづハ其場かぎり　どうしたらよかろふ　こふしたらよ
かろふとゆへバ　皆そのまゝなれど　指図なくてもかつてだけ
ハよふでける　さしづ通りでけん　さしづ通りできたる事もあ
る　できてもふしよぶしよだらけ　あちらはらたて　こちら」
（１ウ）
はらたて　一ツの里におさまらん　たがいへの心さい　みん
なはなしあふなら　一ツの里に納まる　此道ハおれがへとい
ふても皆神の道　神がはたらけバこそ　にちへの道がある　
それハむつかしきことはじめかける　年限へどういふ年限た
つた者でなけねバよふぼくにつかわれよふまい　年限たゝぬも
のハよふぼくにハならぬ　年限のたつたものハない　よふぼく
といへばふしんなんぼふ　どれだけきれいといふても　わかき
ものやほそいものでハもたん　年限たつたものなら　なんぼふ
ふしがありても　いがんでありてもこたゑる　おもりがこたゑ
やでへ（２オ）
そんならほそいものハまにあわんといふ　年げんそふだけにま
にあふ　年限のふるいよふぼくばかりでもそろわん　あとへ
たらん処ハ年限まつよりほかハない　年限をたつたならこそよ
ふぼくといふ　よふぼくなにほどいらつてもいかん　そこでこ
れどうしよふ　こふしよふと　めゑへのまゝのへよふでハ
世界のまゝにいかん　どうしたとても　でけんものならできや
せん　じつとしていても　でけるものならでける　どうしてく
れとも　こふしてくれともゆわん　ことば一ツがよふぼくのち
からなら　どうする事も　もどす事もでけん」（２ウ）
みんなそれにもたれバわかきがそだつ　せかいなんぼふそだつ
ともわからん　そふしたらどんな事でもこわい道ハない　これ
からせいてへ　どこ迄せくやらわからん　せかいにあたらし
き道がせんすじもある　できてきた　どんなよふぼくでけるや
らわからん　あちらの国からよふぼく　たにぞこにてもある　
ひくい処からひきだすにハ引出しにくい　たかい処からひきだ
せバはやいへ　するへとおりてくる　どんなよふぼくよせ
て　どんなしごとするやらわからん　ちいさき心やめてくれ　
ほしい　おしい　うらみ心ハやめてくれ　そこで」（３オ）
せき一ツの里をよふ聞訳てくれ　一寸一ツの心だけはなしてお
く
（注）明治 28 年 10 月７日　夜 10 時　御刻限。正冊と対照す

るとき、かなりの語句が脱落している。時刻も午前８時と
なっているが、夜 10時である。


